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平成19年（2007年）
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発行片品村役場
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人口と世帯（平成19年4月1日現在）1,75 9世帯（?2 ）男2,761 人（?3 1）女2,905 人（?1 0）計5,66 6（?4 1）

“6 2名”元気に旅立ち
暖冬で雪の冷たさを忘れかけていましたが、こ
の日はなごり雪が降りました。“旅立ちの日に”を
合唱する卒業生。（3／13）
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款
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

歳　入　合　計

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

（単位：千円）

（単位：千円）

本年度予算 前年度予算 比　較 説　　　明
5 3 9 , 3 3 4 4 7 1 , 1 4 9 6 8 , 1 8 5 村民税､固定資産税､軽自動車税など｡

7 5 , 0 0 0 1 0 6 , 0 0 0 △3 1 , 0 0 0 片品村では､自動車重量譲与税と地方道路譲与税。

1 , 5 0 0 2 , 0 0 0 △5 0 0 預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付｡

9 0 0 3 0 0 6 0 0 特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付｡

5 0 0 1 5 0 3 5 0 特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付｡

5 0 , 0 0 0 5 0 , 0 0 0 0 消費税5%のうち､国4%地方1%(県1/2､市町村1/2）

4 0 , 0 0 0 4 0 , 0 0 0 0 自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付｡

3 , 5 0 0 3 , 0 0 0 5 0 0 ゴルフ場利用税の7割が交付｡

5 , 0 0 0 3 , 5 0 0 1 , 5 0 0 恒久的な減税への補填(今年度から特別交付金)｡児童手当拡充にも措置｡

1 , 4 5 0 , 0 0 0 1 , 4 5 0 , 0 0 0 0 村の収入額と支出額の差を国が交付｡歳入の4割超｡

1 , 6 0 0 1 , 6 0 0 0 交通反則金を配分｡道路交通安全施設整備に充当。

6 1 , 5 5 1 6 8 , 7 5 1 △7 , 2 0 0 保育料、給食費など。

2 2 , 7 2 8 2 3 , 8 4 2 △1 , 1 1 4 村営住宅や寄居山温泉､体育施設の使用料｡証明手数料など。

3 3 6 , 0 5 5 2 1 8 , 9 4 4 1 1 7 , 1 1 1 児童手当負担金､まちづくり事業補助金､参院選挙委託金など。

2 9 6 , 7 5 3 3 2 9 , 6 4 9 △3 2 , 8 9 6 県税徴収負担金､ダム対策補助金､県議､知事選挙委託金など｡

1 3 , 1 4 7 6 , 0 1 1 7 , 1 3 6 土地､建物の貸付料､基金の預金利子など｡

1 1 0 村民や各種団体からの寄附｡

1 1 7 , 0 0 0 1 1 8 , 8 5 5 △1 , 8 5 5 村の貯金（主に財政調整基金）からの繰入れ。

9 0 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 0 前年度決算後の余剰金｡

2 2 , 4 3 1 1 4 7 , 2 4 8 △1 2 4 , 8 1 7 花の駅事業収入など。雑収入。

2 2 8 , 0 0 0 2 9 7 , 0 0 0 △6 9 , 0 0 0 借入金。過疎対策事業債、臨時財政対策債など。

3 , 3 5 5 , 0 0 0 3 , 4 2 8 , 0 0 0 △7 3 , 0 0 0

款
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費

歳　出　合　計

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.

本年度予算 前年度予算 比較 説　　　　明
7 1 , 3 0 8 7 4 , 4 7 7 △3 , 1 6 9 村議会の活動に要する経費

4 9 1 , 1 5 9 5 4 7 , 2 7 3 △5 6 , 1 1 4 人事､企画､財政､情報政策､徴税､戸籍､選挙､交通安全など。

5 0 8 , 8 4 8 4 8 6 , 7 1 7 2 2 , 1 3 1 障害者福祉､児童福祉､高齢者福祉､福祉医療､国民年金など｡国保･介護各会計への支出｡

4 4 6 , 2 1 4 4 2 8 , 0 6 5 1 8 , 1 4 9 総合検診､予防接種､環境衛生､健康管理センター､温泉センター､老保･簡水各会計への支出

8 7 8 7 0 職業訓練協会､職業安定協会等への負担金。

1 5 6 , 8 9 0 3 0 3 , 4 3 3 △1 4 6 , 5 4 3 農業委員会､農業土木､農業･畜産振興､林業･水産業費など

6 8 , 6 5 4 7 8 , 1 5 3 △9 , 4 9 9 商工業振興、観光振興

6 5 9 , 5 3 3 5 4 8 , 1 7 8 1 1 1 , 3 5 5 道路､橋梁､公園､除雪経費など。下水道会計への支出。

1 3 5 , 9 0 2 1 3 7 , 8 1 9 △1 , 9 1 7 広域消防への負担金、消防団経費など。

3 0 8 , 8 7 5 3 2 1 , 9 8 1 △1 3 , 1 0 6 学校教育、生涯学習、スポーツ振興など。

1 3 1 3 0 大雨､暴風､地震などの災害による被災施設の復旧費。

4 6 7 , 4 1 7 4 6 7 , 2 0 4 2 1 3 村債の元金･利子､一時借入金の利子。

3 8 , 1 0 0 3 3 , 6 0 0 4 , 5 0 0 観光施設事業特別会計への補助､土地取得のための基金設立。

2 , 0 0 0 1 , 0 0 0 1 , 0 0 0 予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費。

3 , 3 5 5 , 0 0 0 3 , 4 2 8 , 0 0 0 △7 3 , 0 0 0

（単位：千円）

特 別 会 計 名
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
観 光 施 設 事 業 特 別 会 計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
介 護 保 険 特 別 会 計
下 水 道 事 業 等 特 別 会 計

本年度予算 前年度予算 比　較 説　　　　　　明
735,839 647,086 88,753 社会保険､共済組合等の加入者以外の医療費給付事業。

610,862 645,218 △34,356 75歳以上(一定の障害等がある人は65歳以上)の者の医療費給付事業

122,480 116,813 5,667 6つの簡易水道事業の管理運営

尾瀬ロッジ､オグナスキー場､ロッジまきばの経営管理。

352,393 372,881 △20,488 経営による収益。

352,338 372,854 △20,516 収益をあげるための経費。

0 0 0
44,499 48,357 △3,858 企業債償還金・施設建設改良費

288,329 296,073 △7,744 介護予防、介護サービス事業。

207,721 187,317 20,404 農集排、特環公共下水道事業の整備及び管理運営。

歳　入歳　入

歳　出歳　出

平成19年度特別会計予算

平成１９年度の一般会計及び特別会計の予算は３月８日開会の定例村議会において、きめ細かい

審議を経て３月１６日原案どおり可決されました。一般会計の予算は、３３億５千５百万円で前年

度に比べ２．１％の減となりました。

平成19年度の村の予算が決まりました。

鎌田
青木良明さん

新
年
度
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
2.1
％
減
と
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
や
地
方
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
え
ま
す
。

村
の
大
切
な
予
算
で
す
の
で
、

有
効
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。合

併
で
な
く
、
自
主
独
立
路
線

を
望
ん
だ
片
品
村
民
の
最
大
の
関

心
事
は
予
算
で
あ
る
。

北
海
道
、
夕
張
市
の
二
の
舞
は

踏
み
た
く
な
い
。
苦
し
く
と
も
一

本
立
ち
し
て
い
け
る
予
算
案
、
村

長
、
村
議
会
議
員
、
役
場
職
員
の

日
頃
の
熱
意
、
研
究
努
力
の
結
果

一
般
会
計
予
算
が
良
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
敬
意

を
表
し
た
い
。

新
年
度
予
算
に
思
う

・衛星系防災無線整備事業
・村議、県議、知事、参院選挙
・小型消防ポンプ整備
・児童手当の拡充
・福祉医療費の拡充
・新摺渕橋負担金
・村営住宅修繕
・村勢要覧更新
・尾瀬単独国立公園化記念事業

・自治総合助成金（各区へスピーカーアンプ）
・まちづくり交付金事業（博遊館､つり橋建設）
・社会科副読本更新
・放課後こども教室事業
・校庭緑化事業　　
・学校給食用食器購入　　
・中央簡易水道送配水管敷設事業
・北部地区下水道整備事業

平成１９年度予算の主な事業（一般会計）

越本
林京子さん
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
魅
力
あ
る
農
業
経
営
！

４
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定
調
印

「
越
本
地
区
の
“　い
ま
”」
を
発
行

越
本
21
世
紀
委
員
会
（
会
長
笠

原
精
作
）　
で
は
、　
越
本
の　
�
い
ま
�

を
写
真
で
後
世
に
残
そ
う
と
「
越

本
の
�
い
ま
�
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
越
本
地
区
全
世
帯
が
対
象
で
、

家
屋
と
世
帯
全
員
の
写
真
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
委
員
は
、
昨
年
３
月
か

ら
11
月
の
８
ヶ
月
間
で
各
戸
を
訪

問
し
写
真
撮
影
の
作
業
を
行
い
、

そ
の
後
、
自
分
た
ち
で
編
集
し
今

年
２
月
完
成
。

越
本
全
世
帯
の
写
真
撮
影
は
大

変
な
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

写
真
は
今
を
写
し
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
地
域
を
担
い
育
て
た
御
苦

労
や
今
後
が
見
え
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
笠
原
精
作

1
５
８
―
４
４
２
４

昨
年
５
月
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競

技
も
３
月
の
ス
キ
ー
大
会
を
も
っ

て
、
平
成
18
年
度
の
競
技
が
す
べ
て

終
了
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
新
た
に
加
え
、
村
民
運
動
会

を
は
じ
め
各
競
技
に
お
い
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
第
６
区
が

優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

３
月
18
日
（
日
）
か
ら
20
日
（
火
）

に
か
け
て
新
宿
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト
広
場

お
い
て
「
第
２
回
今
残
し
た
い
片
品
の

景
観
写
真
展
」
入
賞
作
品
の
展
示
と
片

品
村
の
特
産
品
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
利
根
川
水
系

上
下
流
交
流
事
業
の
一
環
で
「
第
１
回

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

新

宿
」
と
題
し
、
片
品
村
を
含
む
９
つ
の

新
宿
駅
で
景
観
写
真
展
と
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た

翌年度各区持ち点：不参加種目については､その得点は｢0｣であるが､持ち点計算上は6位と7位
の中間得点｢2.5｣を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。
総合得点が同点数となった場合は、持ち点の少ない区を上位とする。

翌年度各区持ち点

調
印
式
で
は
、
農
業
委
員
会
長
の
ほ

か
、
村
長
、
議
長
、
片
品
農
協
組
合

長
及
び
利
根
農
業
事
務
所
農
業
振
興

課
長
ら
が
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
書

に
署
名
、
捺
印
。
そ
の
後
お
互
い
に

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
４

家
族
の
経
営
主
と
、
経
営
作
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

式
の
中
で
は
、
出
席

し
た
農
家
を
代
表
し
て
萩

原
和
典
さ
ん
が
「
地
域
農

業
の
活
性
化
に
向
け
て
頑

張
り
た
い
。」
と
決
意
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
家
族
経
営
協

３
月
27
日
、
役
場
２
階
に
お
い
て

家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
は
、
女
性
や
若
い
農

業
者
等
が
農
業
を
職
業
と
し
て
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
農
業

経
営
や
農
家
生
活
を
目
指
す
の
が
目

的
で
す
。

こ
の
日
協
定
を
調
印
し
た
の
は
、

四
家
族
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
で
村
内

で
は
20
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
定
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確

だ
っ
た
休
日
や
報
酬
、
労
働
時
間
な

ど
を
家
族
で
話
し
合
い
、
協
定
書
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

出
店
や
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
　
新
井
幸

人
氏
の
尾
瀬
の
写
真
と
、
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
選
定
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場

な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

３
日
間
の
来
場
者
は
約
２
１
０
０
０

人
で
し
た
。
今
回
は
り
ん
ご
や
豆
な
ど

の
加
工
品
の
販
売
が
主
で
し
た
が
、
次

回
は
夏
野
菜
の
採
れ
る
時
期
に
企
画
し

新
鮮
野
菜
の
味
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
６
区
優
勝
！
平
成
18
年
度
社
会
体
育
総
合
優
勝

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会
兼

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

平
成
19
年
度
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
幕
を
開
け
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
野

球
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

村
民
運
動
会
、
３
月
に
ス
キ
ー
大
会

と
６
大
会
で
総
合
優
勝
が
争
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
19
年

度
の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

片品村社会体育総合優勝制度　平成18年度得点表

第１区 第２区 第３区 第４区 第５区 第６区 第７区 第８区
16.0 22.0 6.5 13.0 0.0 11.5 22.0 5.0

３
月
20
日
（
火
）、
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー

ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
に
お
い
て
各
区
の

代
表
選
手
と
選
手
権
申
込
者
約
七

十
名
が
参
加
し
、
第
18
回
区
対
抗

ス
キ
ー
大
会
兼
第
38
回
片
品
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。役

員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ

り
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
区
対
抗

優
　
勝
　
　
第
３
区

準
優
勝
　
　
第
７
区

第
３
位
　
　
第
５
区

★
片
品
選
手
権

成
年
男
子
Ａ

優
　
勝
　
本
多
　
雅
也
（
８
区
）

準
優
勝
　
萩
原
　
大
介
（
７
区
）

第
３
位
　
戸
丸
　
雄
二
（
３
区
）

成
年
男
子
Ｂ

優
　
勝
　
三
浦
　
幸
治
（
２
区
）

準
優
勝
　
笠
原
　
高
広
（
５
区
）

第
３
位
　
永
井
　
　
治
（
３
区
）

成
年
男
子
Ｃ
　

優
　
勝
　
星
野
　
　
彰
（
６
区
）

準
優
勝
　
千
明
　
俊
和
（
３
区
）

第
３
位
　
千
明
　
邦
昭
（
８
区
）

壮
年
Ａ

優
　
勝
　
戸
丸
　
志
郎
（
３
区
）

準
優
勝
　
星
野
伊
三
夫
（
２
区
）

第
３
位
　
星
野
　
　
祥
（
１
区
）

壮
年
Ｂ

優
　
勝
　
入
澤
　
長
二
（
５
区
）

準
優
勝
　
萩
原
　
　
始
（
７
区
）

第
３
位
　
星
野
　
政
雄
（
２
区
）

成
年
女
子
Ａ

優
　
勝
　
星
野
　
咲
織
（
５
区
）

準
優
勝
　
萩
原
　
光
穂
（
７
区
）

第
３
位
　
星
野
　
美
和
（
１
区
）

成
年
女
子
Ｂ

優
　
勝
　
萩
原
三
千
代
（
６
区
）

準
優
勝
　
入
澤
す
み
江（
オ　
ー　
プ　
ン　
）

第
３
位
　
星
野
　
京
子
（
６
区
）

個
人
総
合
優
勝
　

男
　
子
　
星
野
　
　
彰
（
６
区
）

女
　
子
　
星
野
　
咲
織
（
５
区
）

定
の
普
及
を
進
め
、
よ
り
合
理
的
で

近
代
的
な
農
業
経
営
に
取
り
組
む
農

家
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て
は
、
村

農
業
委
員
会
ま
た
は
地
元
の
農
業
委

員
さ
ん
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
姫
路
市
在
住
の
福
田
一
郎

さ
ん
か
ら
片
品
村
に
贈
ら
れ
た
、
古

代
文
字
・
世
界
の
切
手
な
ど
の
芸
術

品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
花
咲
の
湯
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
、
片
品
村
を
紹
介
す
る
テ
レ

ビ
を
見
て
以
来
片
品
村
に
興
味
を
持

っ
た
福
田
さ
ん
、
千
明
村
長
と
手
紙

や
電
話
で
話
す
う
ち
に
親
交
が
深
ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。

福
田
さ
ん
は
、
小
学
校
教
師
時
代

か
ら
国
内
外
の
知
人
や
友
人
と
文
通

を
と
お
し
世
界
の
切
手
や
写
真
、
芸

術
品
な
ど
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。

教
え
子
達
に
も
広
く
世
界
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
収
集
品
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
行
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。

「
今
後
も
国
内
外
の
知
人
や
関
西

方
面
に
も
片
品
村
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
咲
の
湯
で
芸
術
品
展
示

経 営 主
三浦良次さん

千明　清さん

萩原和典さん
高山勝彦さん

地区
幡　谷

東小川

土　出
土　出

主な経営作物
トマト､花卉、
パプリカ
大根､花卉、
民宿経営
まいたけ
まいたけ

多くの方にご覧いただいた村の写真

4月下旬まで展示しています左から川場村長、上毛新聞社長、千明村長

４
月
３
日
（
火
）、
戸
倉
地
内
に

お
い
て
、
上
毛
新
聞
編
集
局
尾
瀬

支
局
の
開
局
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪
の
舞
う
式
典
で
は
、
上
毛
新

聞
社
高
橋
社
長
と
川
場
村
関
村
長
、

千
明
村
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

支
局
長
は
霜
村
浩
氏
で
、
学
生
時

代
尾
瀬
で
背
負
い
子
の
ア
ル
バ
イ

ト
経
験
も
あ
る
そ
う
で
す
。

地
域
密
着
型
支
局
を
目
指
す
そ

う
で
す
の
で
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

上
毛
新
聞
社
尾
瀬
支
局
開
局
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平
成
十
九
年
度
役
員
名
簿

◎
区
　
長

第
一
区
長
　
星
　
野
　
益
　
夫

第
二
区
長
　
西
　
本
　
芳
　
一

第
三
区
長
　
千
　
明
　
博
　
治

第
四
区
長
　
星
　
野
　
育
　
司

第
五
区
長
　
桑
　
原
　
　
　
清

第
六
区
長
　
星
　
野
　
順
　
一

第
七
区
長
　
松
　
浦
　
文
　
男

第
八
区
長
　
横
　
坂
　
臣
　
一

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理
　
星
野
　
純
一

第
二
区
長
代
理
　
新
井
　
登
志
治

第
三
区
長
代
理
　
星
野
　
則
夫

第
四
区
長
代
理
　
金
子
　
賢
司

第
五
区
長
代
理
　
笠
原
　
正
男

第
六
区
長
代
理
　
吉
野
　
典
昭

第
七
区
長
代
理
　
萩
原
　
　
浩

第
八
区
長
代
理
　
千
明
　
和
一

◎
組
　
長

須
賀
川
　
　
角
　
田
　
政
　
弘

御
座
入
　
　
星
　
野
　
伊
三
雄

菅
　
沼
　
　
大
　
竹
　
英
　
樹

築
　
地
　
　
桑
　
原
　
宏
　
行

下
　
平
　
　
千
　
明
　
太
　
郎

摺
　
渕
　
　
新
　
井
　
登
志
治

幡
　
谷
　
　
西
　
本
　
芳
　
一

鍛
冶
屋
　
　
星
　
野
　
義
　
幸

栃
久
保
　
　
戸
　
丸
　
一
二
三

登
　
戸
　
　
星
　
野
　
則
　
夫

山
　
崎
　
　
星
　
野
　
祐
　
樹

栗
　
生
　
　
宮
　
田
　
道
　
夫

針
　
山
　
　
横
　
坂
　
喜
　
一

下
小
川
　
　
星
　
野
　
　
　
一

中
　
井
　
　
鈴
　
木
　
宗
　
男

穴
　
沢
　
　
須
　
藤
　
米
　
一

上
小
川
　
　
千
　
明
　
長
　
三

太
　
田
　
　
林
　
　
　
貴
　
士

細
工
屋
　
　
笠
　
原
　
保
　
通

阿
　
村
　
　
入
　
澤
　
勇
次
郎

上
　
而
　
　
笠
　
原
　
一
　
幸

中
　
里
　
　
笠
　
原
　
　
　
孝

新
　
井
　
　
鏑
　
木
　
　
　
彰

古
　
仲
　
　
星
　
野
　
三
子
美

伊
閑
町
　
　
光
　
井
　
広
　
輝

閑
　
野
　
　
吉
　
野
　
康
　
一

戸
　
倉
　
　
萩
　
原
　
康
　
寿

鎌
田
一
　
　
戸
　
丸
　
章
　
男

鎌
田
二
　
　
石
　
倉
　
義
　
伸

鎌
田
三
　
　
星
　
野
　
征
二
郎

鎌
田
四
　
　
星
　
　
　
　
和
成

鎌
田
五
　
　
後
　
藤
　
桂
　
二

◎
消
防
団
新
役
員

五
分
団
長
　
入
　
澤
　
　
　
茂

六
分
団
長
　
萩
　
原
　
孝
　
幸

七
分
団
長
　
萩
　
原
　
和
　
美

八
分
団
長
　
入
　
澤
　
　
　
学

◎
交
通
指
導
員

隊
　
長
　
　
萩
　
原
　
雄
　
二

副
隊
長
　
　
芝
　
崎
　
健
　
司

片
品
小
学
校

◎
転
出

教
頭
　
千
明
ふ
さ
子
（
白
沢
小
）

教
諭
　
柳
　
千
佳
子
（
沼
田
北
小
）

教
諭
　
渡
辺
　
真
弓
（
白
沢
小
）

養
護
教
諭

高
橋
　
希
（
吉
井
・
岩
平
小
）

主
幹
事
務
長
代
理

千
明
　
芳
夫
（
平
川
小
）

◎
転
入

教
頭
　
佐
伯
　
岳
彦

（
県
教
委
冬
季
国
体
推
進
室
）

教
諭
　
金
子
　
重
子
（
多
那
小
）

教
諭
　
星
野
か
を
る
（
池
田
中
）

養
護
教
諭

佐
藤
　
萌
　
（
新
採
用
）

事
務
主
事

小
林
　
康
子
（
平
川
小
）

片
品
北
小
学
校

◎
転
出

校
長
　
馬
場
　
静
子
（
升
形
小
）

教
諭
　
星
野
　
裕
平
（
川
場
小
）

養
護
教
諭

千
明
　
　
梓
（
多
那
小
）

事
務
主
事

勝
田
　
洋
之
（
沼
田
高
校
）

◎
転
入

校
長
　
青
木
美
穂
子
（
昭
和
東
小
）

教
諭
　
藤
井
　
剛
史
（
前
橋
・
朝
倉
小
）

養
護
教
諭

星
野
　
彩
香
（
中
之
条
小
）

事
務
主
任

小
野
美
知
子
（
太
田
・
生
品
中
）

片
品
南
小
学
校

◎
転
出

教
頭
　
星
野
　
安
巳
（
沼
田
南
中
）

教
諭
　
戸
部
　
栄
子
（
沼
田
小
）

教
諭
　
佐
藤
　
則
行
（
富
岡
・
額
部
小
）

◎
転
入

教
頭
　
遠
藤
由
理
子
（
川
場
小
）

教
諭
　
岡
部
　
則
恵
（
新
採
用
）

教
諭
　
櫻
井
　
耕
介
（
利
根
西
小
）

武
尊
根
小
学
校

◎
転
出

教
頭
　
栃
原
　
茂
男
（
古
馬
牧
小
）

養
護
教
諭

石
田
　
美
穂
（
月
夜
野
中
）

◎
転
入

教
頭
　
中
野
　
敬
造
（
沼
田
西
中
）

教
諭
　
春
日
　
　
大
（
新
採
用
）

養
護
教
諭

大
塚
　
恵
子
（
多
那
小
）

片
品
中
学
校

◎
転
出

校
長
　
中
島
　
智
雄
（
水
上
中
）

教
諭
　
星
野
　
令
子
（
沼
田
西
中
）

教
諭
　
高
橋
千
賀
子
（
沼
田
東
中
）

教
諭
　
佐
藤
　
広
幸
（
沼
田
南
中
）

教
諭
　
中
森
　
和
美
（
前
橋
・
第
六
中
）

教
諭
　
坂
本
　
健
吾
（
高
崎
・
佐
野
中
）

教
諭
　
加
藤
　
大
禅
（
新
治
中
）

養
護
教
諭

新
井
　
綾
子
（
前
橋
・
勝
山
小
）

◎
転
入

校
長
　
新
木
　
延
謹
（
沼
田
南
中
）

教
諭
　
尾
崎
　
和
子
（
昭
和
中
）

教
諭
　
野
上
　
和
栄
（
薄
根
中
）

教
諭
　
高
橋
　
宏
輔
（
前
橋
・
大
胡
小
）

教
諭
　
白
井
　
香
里
（
前
橋
・
粕
川
小
）

教
諭
　
飯
塚
　
慎
也
（
高
崎
・
群
馬
南
中
）

養
護
教
諭

三
好
　
貴
絵
（
新
採
用
）

平
成
十
九
年
度
役
場
及
び
関
係
機
関
の
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の
下
の
（

）

内
は
前
の
所
属
課
等
で
す
。
今
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村
　
　
　
長

千
明
　
金
造

副
　
村
　
長

萩
原
　
重
夫

教
　
育
　
長

須
藤
　
澄
夫

総
　
務
　
課

課
　
　
長

星
野
　
準
一

佐
藤
　
八
郎

萩
原
　
栄
作

星
野
　
勝
彦
（
む
ら
観
）

川
田
　
貴
広

星
野
　
孝
行
　

鈴
木
　
幸
光

大
竹
　
篤
保

井
上
憲
一
郎

川
合
　
美
孔

狩
野
　
佳
之
（
新
採
用
）

小
林
　
智
春

県
派
遣

高
山
さ
お
り
（
保
福
）

出
　
納
　
室

室
長
（
会
計
管
理
者
）

星
野
　
純
一
（
総
務
）

萩
原
　
睦
久

住
　
民
　
課

課
　
　
長

桑
原
　
正
典

星
野
た
か
子

小
林
　
恵
一

山
崎
　
康
広

星
野
　
重
吉

三
浦
さ
く
子

萩
原
　
一
彰
（
県
派
遣
）

小
柳
　
勝
治

星
野
　
咲
織

保
健
福
祉
課

課
　
　
長

桑
原
　
和
一

星
野
あ
き
江

星
野
　
一
男

倉
田
　
秀
和

戸
丸
　
徳
子

狩
野
　
久
良

保
坂
　
直
行

鏑
木
　
　
勲

小
林
　
由
里

萩
原
　
里
美
（
事
業
）

星
野
　
賀
代

保
健
師

星
野
　
市
子

〃

高
山
　
慶
子

〃

金
子
　
和
代
（
新
採
用
）

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師

住
谷
　
真
里

主
任
介
支
専
門
員

星
野
久
美
子
（
社
協
か
ら
）

県
民
局
派
遣

大
竹
　
和
美

片
品
保
育
所

所
　
　
長

萩
原
都
喜
子

星
野
　
と
み

原
澤
　
千
歳

鹿
野
三
枝
子

佐
藤
日
出
美

千
明
久
美
子

林
　
　
秋
子

（
臨
時
）

林
　
　
欣
子

〃

中
村
　
勝
美

〃

星
野
美
代
子

片
品
北
保
育
所

所
　
　
長

星
野
　
幸
子

宮
田
　
和
子

千
明
ま
ち
子

吉
野
も
も
え

（
臨
時
）

星
野
ふ
じ
ゑ

〃

星
野
　
久
子

片
品
南
保
育
所

所
　
　
長

星
野
　
怏
子

萩
原
　
　
均

星
野
　
洋
子

大
竹
　
克
枝
　

（
臨
時
）

鹿
野
　
三
江

〃

松
浦
　
華
恵

鎌
田
児
童
館

星
野
ト
ミ
江

生
活
環
境
課

課
　
　
長

笠
原
　
市
雄

金
子
　
賢
司

武
藤
　
秀
文

須
藤
　
育
美

戸
丸
　
権
次

青
木
　
　
厚

高
山
　
昭
弘

農
林
建
設
課

課
　
　
長

星
野
　
芳
弘

吉
野
　
耕
治

星
野
　
朋
美

星
野
　
勝
志

金
子
　
　
学

金
子
小
百
合

戸
丸
　
幸
生

星
野
　
一
忠

農
共
済
派
遣

三
浦
　
幸
治

事
業
課

課
　
　
長

桑
原
健
一
郎

飯
塚
　
睦
夫

星
野
　
孝
俊

萩
原
　
正
夫

星
野
　
幹
也
（
む
ら
観
）

須
藤
　
錦
作

戸
丸
　
貴
雄

む
ら
づ
く
り
観
光
課

課
　
　
長

桑
原
　
　
護

千
明
　
新
一

木
下
　
浩
美

萩
原
　
明
富

梅
澤
　
康
明
（
住
民
）

清
水
　
　
泰

佐
藤
　
裕
昭
（
県
か
ら
）

須
藤
　
幸
夫

星
野
　
英
二

矢
野
　
明
功

星
野
　
秀
弘

議
会
事
務
局

局
　
　
長

萩
原
　
正
信
（
昇
任
、
観
協
）

星
野
　
照
子

教
育
委
員
会
事
務
局

次
　
　
長

田
村
　
利
夫
（
社
協
）

星
野
　
喜
市

千
明
建
太
郎

大
竹
　
光
一

桑
原
　
信
一

中
村
　
　
学

三
浦
由
妃
恵

高
橋
　
卓
也

樋
口
　
　
徹

英
語
指
導

キ
ャ
サ
リ
ン

片
小
公

入
澤
　
晴
海

北
小
公

田
村
恵
美
子

南
小
公

星
野
　
澄
子
（
武
小
公
）

武
小
公

星
野
　
育
美
（
南
小
公
）

片
中
公

須
藤
　
松
子

給
食
セ
ン
タ
ー

所
　
　
長

次
長
　
併
任

深
見
　
ま
み

須
藤
美
江
子
（
新
採
用
）

栄
養
士

林
　
　
清
子

（
臨
時
）

星
野
　
松
江

〃

永
井
し
づ
子

〃

入
澤
　
幸
重
　

（
臨
時
）

草
地
ゆ
り
ゑ

〃

千
明
　
博
治
　

〃

星
野
　
一
夫

社
会
福
祉
協
議
会

局
　
　
長

小
浜
　
貞
夫
（
議
会
）

星
野
ふ
き
子

千
明
　
長
三

星
野
　
弘
美

（
臨
時
）

梅
澤
　
正
子

観
光
協
会
　

局
　
　
長

宮
崎
　
晴
郎
（
新
採
用
）

永
井
　
利
和

倉
田
　
　
剛

松
田
ひ
と
み

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

局
　
　
長

星
野
　
幸
雄

小
林
　
郁
夫

原
澤
　
博
美

高
橋
　
裕
之

高
山
　
耕
一

星
野
　
寿
之

星
野
　
晃
一

小
林
　
正
久

小
林
登
志
喜

高
橋
　
政
樹

小
林
　
勝
寿

退
職
者

黒
澤
　
郁
美
保
健
福
祉
課
18
・
９
・
30

萩
原
　
重
夫
総
務
課
長
18
・
12
・
31

星
野
　
綾
香
保
健
福
祉
課
19
・
３
・
31

県
に
戻
る
職
員
　

加
藤
　
　
勲
（
む
ら
観
）

高
橋
　
功
一
（
住
民
）

角
田
　
　
巧
（
教
委
）

平
成
十
九
年
度

片
品
村
役
場
職
員

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
職
員
人
事
異
動



「
子
ど
も
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
本

を
読
ん
で
ほ
し
い
。」
こ
れ
は
、
す

べ
て
の
大
人
の
願
い
で
す
。
そ
れ
は
、

読
書
が
、
世
界
を
広
げ
、
知
識
や
感

受
性
を
豊
か
に
し
、
思
考
力
や
想
像

力
を
鍛
え
る
う
え
で
、
限
り
な
く
大

事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な

承
知
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

南
小
で
も
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
ん

な
手
だ
て
や
工
夫
を
し
て
い
ま
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。

①
学
級
で
は
、
朝
読
書
を
し
た
り
、

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
学
級
文
庫
を
置

い
て
興
味
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

②
司
書
教
諭
が
、
読
書
指
導
の
授

業
を
し
て
、
読
書
の
楽
し
さ
や
図
書

室
の
利
用
の
仕
方
を
教
え
て
い
ま

す
。③

５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
毎

週
木
曜
日
の
朝
、
読
み
聞
か
せ
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
に
、
学
期

に
一
回
、
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

⑤
み
な
か
み
町
在
住
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
、
本
の
修
理
や
整
理
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

⑥
児
童
会
図
書
委
員
会
の
子
た
ち

が
、
図
書
の
貸
し
出
し
、
図
書
室
便

り
の
発
行
、
図
書
紹
介
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

⑦
朝
礼
や
集
会
で
は
、
読
ん
で
ほ

し
い
本
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

⑧
秋
の
読
書
強
化
月
間
で
は
、
先

生
の
推
薦
図
書
で
意
欲
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

⑨
家
庭
で
は
、
読
書
カ
ー
ド
で
認

め
励
ま
し
た
り
、
一
緒
に
読
ん
だ
り

読
み
聞
か
せ
た
り
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

⑩
年
間
を
通
し
て
の
意
欲
付
け
と

し
て
、
10
冊
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
読
書

が
ん
ば
り
賞
の
表
彰
を
し
て
い
ま

す
。⑪

図
書
室
の
環
境
整
備
で
は
、
通

9

広報かたしなＨ19.3

8

広報かたしなＨ19.4

３
月
11
日
（
日
）
第
30
回
群
馬

県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
が
片
品
村
で
、
３
月
３
日

（
土
）
・
４
日
（
日
）
の
２
日
間
、

第
36
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
交
流
大
会
が
草
津
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
総
体
に
男
女
合
わ
せ
て

49
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー

交
流
大
会
に
男
女
合
わ
せ
て
44
名

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
、

役
員
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

★
小
学
生
総
体
入
賞
者

（
６
位
ま
で
）

大
回
転
女
子
４
年
生
の
部

第
４
位
　
星
野
　
莉
良
（
片
小
）

第
６
位
　
萩
原
　
瑛
美
（
北
小
）

大
回
転
女
子
５
年
生
の
部

優
　
勝
　
横
坂
　
直
美
（
片
小
）

第
３
位
　
入
澤
　
澄
玲
（
片
小
）

第
６
位
　
古
屋
　
花
子
（
片
小
）

大
回
転
男
子
５
年
生
の
部

第
４
位
　
星
野
　
龍
二
（
片
小
）

第
６
位
　
千
明
　
聖
耶
（
片
小
）

大
回
転
女
子
６
年
生
の
部

第
３
位
　
戸
丸
　
有
沙
（
南
小
）

大
回
転
男
子
六
年
生
の
部

第
３
位
　
佐
々
木
友
徳
（
南
小
）

第
30
回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

第
36
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

片品村校長会長
片品南小学校校長

川田　幸夫

司書教諭による読書指導の授業風景

学
校
だ
よ
り

読
書
好
き
な
子
を
育
て
る

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

い
た
く
な
る
図
書
室
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
読
み
た
く
な
る
本
を
買
い
揃

え
る
、
図
書
の
配
置
を
工
夫
す
る
な

ど
に
全
職
員
で
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
い
ろ
ん
な
取
組
を
通

し
て
「
読
書
好
き
な
南
小
っ
子
」
を

育
て
て
い
ま
す
。

☆生涯学習・社会体育関係
・区対抗ソフトボール大会 13日(日)
・社会人野球春季トーナメント 14日(月)～
・議長杯ゲートボール大会 15日(火)
・体協長杯グランドゴルフ大会 下旬
・県民ｽﾎﾟｰﾂ祭ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ大会 27日(日)
・壮年ソフトボールリーグ戦 28日(月)～
・片品カレッジＡ

“みんなでラジオ体操” 毎週火・木曜
・片品カレッジＢ

“よく泣く赤ちゃんいらっしゃい
＆おとなのためのピアノコンサート”

室坂京子氏 19(土)
☆学校関係
・小学校修学旅行 25日(金)･26日(土)
◇片小
・PTA役員会議① 9日(水)
・家庭訪問 14日(月)～
・東京旅行（５年生） 18日(金)
・プール清掃 21日(月)
・校外学習（１・２年生） 24日(木)
◇北小
・家庭訪問 1日(火)･2日(水)
・尾瀬学習事前学習 未定
◇南小
・家庭訪問(４日目) 1日(火)
・学校支援隊打合せ 9日(水)
・旅行（１～５年生） 25日(金)
◇武尊根小
・家庭訪問 9日(水)･10日(木)
・避難訓練 17日(木)
・旅行（１～５年生） 25日(金)
・武尊根記録会 30日(水)
◇片中
・生徒総会 1日(火)
・非行防止教室 2日(水)
・家庭訪問 8日(火)～
・授業参観・PTA総会 9日(水)
・環境奉仕日② 10日(木)
・修学旅行 26日(土)～28日(月)
・校外学習（１・２年生） 29日(火)
・尾瀬環境ボランティア 31日(木)
・中体連春季大会

卓球､ｻｯｶｰ､剣道 4/28日(土)
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 4/29日(日)
野球①､ﾊﾞｽｹ①､ﾃﾆｽ①､柔道 3日(木)
野球②､ﾊﾞｽｹ②､ﾃﾆｽ② 4日(金)

教育委員会･5月の諸行事

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

教育委員会･5月の諸行事

図書室カレンダー 5月

読んでみませんか

『幸福な食卓』
瀬尾まいこ　著

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。
＊□はお休みです。

どこにでもある家族。あることを
きっかけに崩壊した家族。そんな
家族を健気に支える佐和子。その
彼女の身に起こる突然の悲劇。し
かしその悲劇により、家族は再生
し始める。『家族を作るのは大変だ
けど、その分、めったな事ではな
くならない。…もっと、甘えても
いいと思う。』…そんな当たり前な
ことにきづかせてくれる。

第
５
位
　
星
野
　
尊
斗
（
片
小
）

第
６
位
　
帰
山
　
駿
斗
（
北
小
）

な
お
、
距
離
競
技
、
ジ
ャ
ン
プ

競
技
は
雪
不
足
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者

（
10
位
ま
で
）

大
回
転
女
子

優
　
勝
　
今
泉
　
友
里
（
南
小
）

第
３
位
　
戸
丸
　
有
沙
（
南
小
）

大
回
転
男
子

第
２
位
　
帰
山
　
駿
斗
（
北
小
）

第
５
位
　
星
野
　
尊
斗
（
片
小
）

距
離
女
子

第
２
位
　
入
澤
　
美
有
（
片
小
）

第
５
位
　
星
野
　
悠
希
（
片
小
）

第
６
位
　
笠
原
智
絵
美
（
片
小
）

第
７
位
　
小
須
田
　
梓
（
片
小
）

第
10
位
　
星
野
あ
す
実
（
武
小
）

距
離
男
子

第
２
位
　
横
坂
　
亮
太
（
片
小
）

第
３
位
　
星
野
　
巨
人
（
片
小
）

第
４
位
　
萩
原
　
優
　
（
北
小
）

第
６
位
　
小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

第
８
位
　
横
坂
　
直
樹
（
片
小
）

第
９
位
　
芝
崎
　
博
崇
（
片
小
）

第
10
位
　
山
崎
　
成
浩
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

星
野
　
悠
希

入
澤
　
美
有

小
須
　
田
梓

距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

萩
原
　
　
優

山
崎
　
成
浩

芝
崎
　
博
崇

星
野
　
巨
人

第
三
位
　
片
品
Ｂ
チ
ー
ム

小
笠
原
鯨
太

横
坂
　
直
樹

梅
澤
　
瑞
季

横
坂
　
亮
太

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

何　
に　
つ　
け　
母　
越　
え　
ら　
れ　
ぬ　
花　
菜　
漬　

友　
情　
を　
確　
か　
め　
合　
ふ　
て　
卒　
業　
す　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

山　
神　
の　
小　
さ　
き　
祠　
蕗　
の　
と　
う　

子　
は　
遠　
く　
婆　
は　
一　
人　
で　
雛　
飾　
る　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

春　
立　
つ　
や　
散　
歩　
の　
日　
課　
万　
歩　
計　

チ　
ェ　
ン　
ソ　
ー　
の　
こ　
だ　
ま　
が　
春　
を　
呼　
び　
起　
こ　
す　

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

佇　
め　
ば　
日　
雀　
降　
り　
来　
て　
の　
ど　
か　
な　
り　

う　
ら　
ら　
か　
や　
鳶　
舞　
ひ　
の　
ぼ　
る　
昼　
の　
月　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

想　
い　
は　
せ　
待　
つ　
身　
の　
長　
し　
春　
の　
夢　

合　
格　
の　
絵　
馬　
走　
り　
行　
く　
朱　
の　
鳥　
井　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

温　
泉　
あ　
が　
り　
の　
匂　
ひ　
桜　
や　
窓　
の　
雪　

吹　
割　
の　
春　
を　
さ　
き　
が　
け　
三　
十　
三　
才　

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

曾　
孫　
を　
抱　
く　
日　
も　
近　
く　
つ　
く　
し　
ん　
ぼ　

遠　
き　
日　
の　
囲　
炉　
裏　
を　
か　
こ　
む　
蜆　
汁　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

花　
の　
芽　
の　
と　
が　
り　
て　
春　
の　
来　
て　
お　
り　
ぬ　

デ　
イ　
の　
母　
待　
ち　
帰　
へ　
り　
た　
る　
紙　
の　
雛　

鎌　
　　
田　
　　
福　
田　
二　
三　
四　

屋　
根　
の　
雪　
束　
ね　
て　
落　
ち　
る　
四　
温　
か　
な　

ま　
ど　
ろ　
み　
の　
夢　
よ　
り　
覚　
め　
て　
春　
浅　
し　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

日　
和　
よ　
し　
光　
と　
影　
と　
芽　
水　
仙　

大　
橋　
を　
春　
告　
ぐ　
風　
の　
渡　
り　
ゆ　
く　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

き　
ら　
き　
ら　
と　
光　
る　
小　
川　
や　
蕗　
の　
と　
う　

沈　
丁　
や　
宵　
の　
山　
々　
む　
ら　
さ　
き　
に　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

せ　
せ　
ら　
ぎ　
の　
風　
に　
ゆ　
ら　
れ　
し　
猫　
や　
な　
ぎ　

早　
春　
の　
朝　
日　
に　
光　
る　
水　
た　
ま　
り　

鎌　
　　
田　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

橋　
一　
つ　
へ　
だ　
た　
り　
あ　
り　
ぬ　
天　
の　
川　

春　
愁　
の　
世　
記　
わ　
び　
し　
や　
吾　
も　
ま　
た　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

雨　
解　
水　
小　
滝　
と　
な　
り　
て　
沢　
に　
落　
つ　

屋　
形　
船　
肴　
は　
江　
戸　
前　
春　
の　
宵　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

啓　
蟄　
や　
忘　
れ　
漢　
字　
が　
多　
す　
ぎ　
て　

つ　
く　
し　
萠　
ゆ　
空　
で　
は　
雲　
が　
鬼　
ご　
っ　
こ　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

平　
凡　
に　
諍　
ひ　
も　
な　
き　
春　
炬　
燵　

風　
紋　
に　
こ　
よ　
な　
く　
似　
た　
り　
屋　
根　
の　
雪　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

花　
の　
芽　
に　
今　
年　
も　
生　
き　
る　
精　
気　
受　
け　

時　
な　
ら　
ぬ　
三　
寒　
四　
温　
に　
と　
ま　
ど　
い　
ぬ　

今　
月　
の　
推　
薦　
句　

星　
野　
　　
光　
子　

水　
ぬ　
る　
む　
農　
具　
の　
手　
入　
れ　
余　
念　
な　
く　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
九　
年　
三　
月　
俳　
句　
会　

スポ小距離（草津町） 総体アルペン（スノーパーク尾瀬戸倉）
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◎
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

幹
部
候
補
生

▼
受
験
資
格
・

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程

を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位

を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
28

歳
未
満
）

▼
受
付
期
間
・

平
成
19
年
４
月
１
日
日

〜
平
成
19
年
５
月
11
日
金

▼
試
験
日
・

○
平
成
19
年
５
月
19
日
土

筆
記
試
験

○
平
成
19
年
５
月
20
日
日

筆
記
式
操
縦
適
正
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

▼
場
所
・

新
町
駐
屯
地
（
高
崎
市
新
町
）

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

＊
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

1
（
２
３
）
―
４
１
１
１

平
成
1  9  
年
度
自
衛
官
等

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

①
コ
ー
ス

鎌
田
か
ら
御
座
入
方
面
へ
向
か

っ
た
と
こ
ろ
の
農
協
倉
庫
の
手
前

か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
通
じ

る
歩
道
は
、
土
道
な
の
で
歩
く
感

触
は
格
別
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は

最
適
で
す
。

②
コ
ー
ス

寄
居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
方
面
へ
の
階

段
コ
ー
ス
は
変
化
に
富
み
、
す
ば

ら
し
い
景
観
が
望
め
ま
す
。

途
中
眺
め
の
良
い
と
こ
ろ
を
２

箇
所
選
び
、
手
づ
く
り
の
ベ
ン
チ

椅
子
を
取
付
け
、
周
囲
に
は
20
本

ほ
ど
の
桜
も
直
径
15
セ
ン
チ
ほ
ど

に
生
長
し
、
開
花
時
に
は
花
見
も

楽
し
め
ま
す
。

な
お
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
近

く
の
星
野
玉
吉
さ
ん
が
余
暇
を
利
用

し
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
力
し
て
く

れ
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
在
の

「
老
人
保
健
制
度
」
に
代
わ
っ
て
75

歳
以
上
を
対
象
と
す
る
新
し
い
医

療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
75
歳
以
上
の

「
後
期
高
齢
者
」
の
方
は
現
在
ご
加

入
の
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者
保

険
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
加
入
（
切
替
）
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
制
度
の
財
政

運
営
を
行
う
「
群
馬
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」（
県
内
の
全
て

の
市
町
村
が
加
入
）
が
設
立
さ
れ
、

制
度
開
始
に
向
け
た
準
備
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局

1
０
２
７
（
２
５
６
）
７
１
７
１

片
品
村
役
場
保
健
福
祉
課

1
０
２
７
８
（
５
８
）
２
１
１
５

成
長
過
程
に
あ
る
未
成
年
者
の

飲
酒
は
「
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

身
体
的
、
精
神
的
に
大
き
な
リ
ス

ク
が
あ
る
う
え
、
社
会
的
な
影
響

も
大
き
い
た
め
、
社
会
全
体
の
責

務
と
し
て
そ
の
未
然
防
止
を
図
る

べ
き
も
の
で
す
。
学
校
で
の
教
育

や
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い
て

「
な
ぜ
未
成
年
者
が
お
酒
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
の
か
」
を
し
っ
か
り

と
説
明
し
、
飲
酒
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す

○拡充の内容
我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負

担の軽減を図る観点から、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、
第１子及び第２子について倍増し、出生順位にかかわらず一律月１万円となりま
した。なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限度額
については、現行どおりです。

●〈０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉
（現　行） （改　正）

第１子、第２子　　月額５千円　　　月額１万円（倍増）
第３子以降　　　　月額１万円　　　月額１万円（現行どおり）

●〈３歳以上（現行どおり）〉
第１子、第２子　　月額５千円　
第３子以降　　　　月額１万円　

施行日：平成１９年４月１日（拡充後の最初の支給月　平成１９年６月）
※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。

なお、平成１９年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律月額１万円となり
ますが、３歳到着後の翌月からは、第１子及び第２子の手当額は５千円となりま
す。

詳しくは、役場保健福祉課（公務員の方は勤務先）までお問い合わせください。

児童手当制度が拡充されました児童手当制度が拡充されました

平成19年度

利根東部衛生施設組合予算 5億8,233万円
平成19年度の予算は、2月21日開会の定例組合議会の於いて原案どおり可決いたしました。前年に

比べて1.1％減となりました。主なものは、施設修理等にかかる維持管理費の減額です。片品村負担
金額は、2億7,000万円です。

※尾瀬クリーンセンターからのお願い
1．新聞、雑誌、ダンボール、ペットボトル、牛乳パックは資源ごみとして、月1回リサイクルステーシ

ョンへ（場所、日時は資源の回収日程表を見てください。）
2．ビン、ペットボトルは、キャップをとり、良く水洗いしてください。
3．特別な場合を除き、土曜日の午後、日曜日、祝日（休日）のごみの収集又は持ち込みはできません。

款

1.分担金及び負担金

2.使用料及び手数料

3.財産収入

4.繰越金

5.諸収入

合　　計

本年度予算額

5 4 0,0 0 0

1 9,6 5 2

5

2 0 ,0 0 0

2,6 7 3

5 8 2 ,3 3 0

前年度予算額

5 4 4,0 0 0

2 2,4 0 4

5

2 0,0 0 0

2,6 3 1

5 8 9,0 4 0

比較

△4,000

△2,752

0

0

42

△6,710

説明

市､村負担金

ごみ処理手数料

基金利子

前年度繰越金

利子､その他

款

1.議会費

2.総務費

3.衛生費

4.公債費

5.予備費

合　　計

本年度予算額

4 3 5

4 0,4 3 2

2 4 6 ,7 7 5

2 9 3,6 8 8

1,0 0 0

5 8 2 ,3 3 0

前年度予算額

4 3 5

3 9 ,6 9 7

2 5 4,2 2 0

2 9 3,6 8 8

1,0 0 0

5 8 9 ,0 4 0

比較

0

735

△7,445

0

0

△6,710

説明

議会経費

人件費、その他

維持管理費等

償還金

歳　入 歳　出

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

所
得
税
や
消
費
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤
り
な
ど
申

告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て
確
定
申

告
書
の
提
出
を
忘
れ
た
り
し
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
提
出
を
忘
れ

て
い
る
と
き
は
、
直
ち
に
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
加
算
税
や
延
滞
税
も
加
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
に
つ
い
て
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

沼
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門

1
（
２
２
）
２
１
３
３

一
、
特
別
職
の
「
助
役
」
の
職
名

が
「
副
村
長
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。

二
、
特
別
職
の
「
収
入
役
」
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
一

般
職
と
し
て
の
「
会
計
管
理

者
」
を
新
た
に
置
く
こ
と
に

な
り
、
職
員
の
中
か
ら
村
長

が
任
命
し
ま
す
。

三
、
役
場
の
勤
務
時
間
が
変
わ
り

ま
し
た
。

８
時
30
分
〜
12
時
15
分

休
憩
時
間
45
分
間

13
時
〜
17
時
15
分

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

４
月
１
日
か
ら
役
場
の
体
制
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

○設置場所　沼田市立図書館５階尾瀬室ロビー
○開設期日　平成19年4月1日（日）
○利用時間　図書館開館日　

夏期 10:00～19:00 冬期 10:00～18:00
（ただし､土日10:00～17:00）

○施設概要・視聴コーナー＜４ブース＞
・講義用ビデオ､カセット＜260科目＞
・懇談コーナー

○支援内容
・利根沼田地域の放送大学学生は、沼田で放送授業

の再視聴ができ､ビデオやカセットの貸出も受
けられます。

・一般の方も講義用ビデオやカセットを視聴するこ
とができます｡（ただし､貸出は不可。）

・放送大学卒業生や在学生の学習支援が受けられま
す。

・本施設を拠点として､放送大学による面接授業の
開設､公開講座や出前講座を実施します。

＜問い合わせ先＞
沼田市教育委員会　社会教育課
10278－23－2111（代表）

放送大学群馬学習センター
「沼田ミニサテライト」が４月からスタート！

ウ　
オ　
ー　
キ　
ン　
グ　
コ　
ー　
ス　

紹　
介　

【
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
】

新
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

ウ　
オ　
ー　
キ　
ン　
グ　
コ　
ー　
ス　

紹　
介　見晴らしの良い所へ

ベンチが設置された

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
潔
さ
ん
は
、「
開
通
一
番

乗
り
」
を
心
が
け
て
「
尾
瀬
大
橋
」

「
尾
瀬
古
仲
橋
」「
新
宇
毛
内
橋
」

等
を
一
般
車
で
最
初
に
通
行
し
て

い
ま
す
。

こ
の
「
開
通
の
一
番

乗
り
」
は
昭
和
57
年
の
金
精
峠
開

通
式
（
群
馬
県
側
）
が
最
初
で
、

そ
れ
以
後
25
年
間
こ
の
金
精
峠
開

通
一
番
乗
り
を
堅
持
し
て
お
り
ま

す
。一

番
の
思
い
出
は
、
20
回
目
の

通
行
記
念
に
土
木
事
務
所
か
ら
写

真
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
い
た
だ
い

た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
一

昨
年
の
開
通
の
際
に
は
ど
う
し
て

も
抜
け
ら
れ
な
い
用
が
あ
り
、
駄

目
で
元
々
と
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場

ゲ
ー
ト
に
行
っ
て
み
れ
ば
、
１
台

も
車
が
無
か
っ
た
と
安
心
し
て
い

る
所
へ
、
５
分
後
に
２
台
目
が
到

着
し
て
冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
も

思
い
出
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

「
初
志
貫
徹
」「
初
心
忘
れ
る
べ

か
ら
ず
」
な
ど
意
思
の
頑
強
さ
を

表
現
す
る
言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
持
続
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
健
康

に
留
意
さ
れ
記
録
の
更
新
が
で
き

る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
降
雪
量
が
少
な
く
、
金

精
峠
の
開
通
予
定
は
当
初
、
４
月

25
日
で
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

４
月
19
日
（
木
）
に
早
ま
り
ま
し

た
。

入
沢
潔
さ
ん
（
越
本
）

蓮
樹
く
ん
は
渡
米
直
前
に
容
態

が
急
変
し
て
し
ま
い
２
月
３
日
午

後
８
時
に
、
大
好
き
な
母
親
の
腕

の
中
で
静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま

し
た
。

渡
米
し
移
植
手
術
を
受
け
元
気

に
な
っ
た
蓮
樹
く
ん
を
誰
も
が
心

待
ち
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
願

い
も
叶
わ
ず
大
変
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

尚
、
皆
様
か
ら
「
れ
ん
く
ん
を

救
う
会
」
に
お
寄
せ
頂
い
た
募
金

６
３
８，

４
５
０
円
は
「
れ
ん
く

ん
を
救
う
会
」
で
管
理
し
、
運
営

委
員
会
協
議
・
承
認
後
、
蓮
樹
く

ん
と
同
じ
移
植
を
待
つ
患
者
様
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協

力
に
つ
き
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

募
金
総
額

１
３
４，

５
９
０，

９
３
１
円

詳
細
に
つ
い
て
は

れ
ん
く
ん
を
救
う
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

田
子
蓮
樹
く
ん
を
ご
支
援

頂
き
ま
し
た
皆
様
へ

○
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の

分
割
制
度

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
離

婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
の
厚
生

（
共
済
）
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録

を
、
夫
婦
の
合
意
で
分
割
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
離
婚
か

ら
原
則
２
年
以
内
）

○
65
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
の

繰
下
げ
支
給
制
度

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
有

す
る
人
で
、
66
歳
に
達
す
る
前
に

老
齢
厚
生
年
金
の
請
求
を
し
て
い

な
け
れ
ば
、
支
給
を
繰
り
下
げ
て

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

繰
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
年
金
は

増
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
し
出
が
で
き
る
の
は
、

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
65
歳

以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方
で
す
。

○
70
歳
以
上
の
在
職
老
齢

年
金
制
度

一
定
以
上
の
収
入
が
あ
る
70
歳

以
上
の
在
職
者
に
も
「
在
職
老
齢

年
金
制
度
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
平
成
19
年
４
月
１

日
に
70
歳
以
上
の
方
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
）。
な
お
、
該
当
者
の
厚

生
年
金
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し

・
65
歳
以
上
の
遺
族
厚
生
年
金
の
受

給
権
者
で
、
老
齢
厚
生
年
金
（
退

職
共
済
年
金
）
の
受
給
権
を
有
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
老
齢
厚

生
年
金
は
全
額
支
給
さ
れ
、
遺
族

厚
生
年
金
は
老
齢
厚
生
年
金
（
退

職
共
済
年
金
）
に
相
当
す
る
額
の

支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
子
の
い
な
い
30
歳
未
満
の
妻
へ
の

遺
族
厚
生
年
金
は
、
５
年
間
の
給

付
と
な
り
ま
す
。

・
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
支
給
対
象

が
、
夫
の
死
亡
時
に
「
35
歳
以
上

の
妻
」
か
ら
「
40
歳
以
上
の
妻
」

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
中
高
齢
寡
婦
加
算
…
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
権
取
得
当
時
、
同
一

生
計
で
１
８
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
間
に
あ
る
「
子
」（
障

害
者
は
20
歳
未
満
）
が
い
な
い

場
合
に
は
、
妻
に
遺
族
厚
生
年

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
こ
の
妻
に
対
し
て
は
、
夫
死

亡
時
に
40
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

中
高
齢
の
加
算
が
65
歳
に
な
る

ま
で
加
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
４
月
１
日
に
す

で
に
65
歳
以
上
で
あ
る
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
権
を
有
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

○
受
給
権
者
の
申
し
出
に
よ
る

支
給
停
止

年
金
受
給
権
者
が
、
自
ら
の
申
し

出
に
よ
り
、
年
金
給
付
の
全
額
を
支

給
停
止
と
す
る
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

年
金
の
支
給
の
再
開
は
、
自
ら
の

意
思
に
よ
り
将
来
に
向
か
っ
て
い
つ

で
も
可
能
で
す
。
な
お
、
繰
下
げ

制
度
と
は
異
な
り
、
停
止
期
間
に
応

じ
た
増
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
停
止
及
び
支
給
停
止
の
解
除
の

申
し
出
は
、
直
接
社
会
保
険
事
務
所

に
て
受
付
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
支
給
要
件
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

）
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

1
０
２
７
９
（
22
）
１
６
１
１
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
４
月
の
年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

３
月
26
日
（
月
）
午
後
６
時
30

分
か
ら
花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の

湯
」
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
上
毛
か
る
た
大
会
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
95
名
と
過
去
最
多
で
、

遠
く
は
昭
和
村
か
ら
も
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
子
供
達
だ
け
で
は
な

く
、
審
判
、
読
み
手
な
ど
大
人
の

方
々
に
も
協
力
を
頂
き
な
が
ら
大

会
は
ス
ム
ー
ス
に
進
行
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

結
　
果

高
学
年
　
団
体
の
部
　
優
勝

戸
丸
　
里
美

星
野
　
今
日
子

戸
丸
　
有
沙

低
学
年
　
団
体
の
部
　
優
勝
　

星
野
　
文
花

星
野
　
ま
き
子

宮
田
　
春
香

第
二
部
団
体
の
部
　
優
勝
　

熊
谷
　
大
樹

星
野
　
龍
二

田
辺
　
琢
磨

高
学
年
　
個
人
の
部
　
優
勝
　

林
　
　
雅
人

低
学
年
　
個
人
の
部
　
優
勝
　

小
林
　
怜
美

第
二
部
　
個
人
の
部
　
優
勝

小
笠
原
　
鯨
太

花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の
湯
」

第
９
回
花
の
駅
か
る
た
大
会

大会では熱戦が見られた。

この後の抽選会も賑やかだった。

昨年の金精道路開通式の様子。

“土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中
”（
AM
8:30
〜
PM
12:15
）

年
末
年
始
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、
住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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女の子らしいカワイイ名前がつ
けたいと思いいくつかの候補の
中から響きが良かった「りりあ」
と名付けました。

健康で､そして誰からも愛されるよ
うな人になってほしいと思います。

■何処へお勤めですか：４月から片品村役場総務課で勤務
しています。

■趣味は何ですか：アメフトとパソコンです
■片品をどう思いますか又､どうしたいですか：大きな自然

に囲まれた村だと思います。はやく地域や職場にとけ込
んでいきたいです。

■村内のおすすめポイントは：榛東村から引っ越して来た
ばかりなので、これから村をまわって見つけたいと思いま
す。

■好きな異性のタイプ：少ししっかりした人がいいと思っ
ています。

■将来の夢を教えてください：とにかく今は仕事を一人前
にできるようになることです。

■村民の方へメッセージをお願いします：片品村も社会人
としても１年生ですが、１日でも早く片品の空気に慣れ
たいと思います。

莉里愛
り り あ

ちゃん（H18.4.4生）
吉野仁詞　夕子さん（鎌田）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

長男の淳之介もそうでした､永い人
生を､呼ばれ､記され､書かされ､交わ
される､そんな名前をあげたいね｡
と､私たち夫婦は考えました。

平成18年4月1日23時55分､極端な早
生まれ､我が国では学年最後尾のス
タートです。この出生日を悔やむことのない､穏やかな人
生を送ってほしいと願います。

美於子
み お こ

ちゃん（H18.4.1生）
千明靖久　佐和子さん（東小川）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

字の意味と画数も良かったの
で決めました。

元気に明るく自分の目標をも
っていけるような子になって
ほしいです。

昴大
たかひろ

ちゃん（H18.4.21生）
星野道成　亜希子さん（須賀川）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
４
人

小
林
登
志
喜
　
女
　
葵

あ
お
い

鎌
田

星
野
　
　
敦
　
女
　
和

の
ど
か

摺
渕

千
明
　
和
夫
　
男
　
聖
弥

せ
い
や

東
小
川

星
野
　
重
雄
　
女
　
百
香

も
も
か

東
小
川

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
５
人

星
野
　
で
ん
　
89
歳
　
鎌
田

星
野
　
三
蔵
　
82
歳
　
花
咲

星
野
　
し
ん
　
89
歳
　
東
小
川

三
浦
　
よ
し
　
74
歳
　
幡
谷

横
坂
　
稔
　
　
48
歳
　
針
山

４
／
中
〜
針
山
・
花
咲
菖
蒲
沢
座
禅
草
見
頃

４
／
下
〜
水
芭
蕉
の
森
・
大
清
水
水
芭
蕉
見
頃

天
王
寺
桜
見
頃

４
／
17

村
議
会
議
員
選
挙
告
示

４
／
18
〜
総
合
検
診

（
実
施
日
18
・
19
・
20
・
24
・
25
）

４
／
22

村
議
会
議
員
選
挙
投
開
票

▼
道
路
情
報
（
開
通
）

４
／
13

Ｒ
401
号
戸
倉
交
差
点
〜

４
／
19

Ｒ
120
号

丸
沼
ス
キ
ー
場
入
口

４
／
20

戸
倉
津
奈
木
橋
〜
鳩
待
峠

５
／
13

花
の
駅
写
生
大
会

４
／
末
ま
で

尾
瀬
太
鼓
の
会
員
募
集
中

問
い
合
わ
せ
　
む
ら
づ
く
り
観
光
課

4月 2 1日（土）利根中央病院
2 2日（日）月夜野病院
2 8日（土）内田病院
2 9日（日）国立沼田病院
3 0日（月）利根中央病院

5月 3日（木）国立沼田病院

5月 4日（金）沼田脳神経外科
5日（土）沼田脳神経外科
6日（日）利根中央病院

1 2日（土）月夜野病院
1 3日（日）内田病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は5月1日（火）です

●口座振替の方は事前に残高確認を!●

狩野佳之
か の う よ し ゆ き

さん 鎌田（24才）

国民健康保険税 第 1 期

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

２
月
20
日
〜
３
月
19
日

特
色
や
地
域
の
こ
と
行
事
な
ど
を

取
材
し
執
筆
し
ま
し
た
。
写
真
も

生
徒
自
ら
撮
影
し
、
丁
寧
な
言
葉

で
豊
か
な
表
現
を
し
、
英
語
に
翻

訳
し
ま
し
た
。

生
き
る
力
が
感
じ
ら
れ
、
い
か

に
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
で
あ

る
か
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

副
読
本
と
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
に
は
実
費
程
度
で
お
分
け
で

き
る
そ
う
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

1
（
５
８
）
２
１
４
４
　
　

英
語
副
読
本
発
刊

片
品
村
教
育
委
員
会
で
は
日
本

で
初
め
て
の
英
語
副
読
本
を
作
成

し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
卒
業
生
全
員
の
手

で
「
片
品
村
を
発
信
し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
、
村
の




